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■.目  的

非常に強い抗酸化力を持つという「白金ナノ粒子水Jについて、この抗酸化力を確認するとと

もに弊社で使用している白金ナノコロイドと抗酸化力を比較することを本評fJ議の爾的とし

た。

2.試 験 方 法

本評価試験では、サンプルの「自金ナノ粒子水J抗酸化能を、アスコルビン酸濃度として吸光

光度法 (群/VIS灘定)を利用して計測する手段 :DPPHラ ジカル消去法で検証した。

また本測定値 |ま、あらかじめ既知濃度のアスコルビン験を同時に測定し、その検量線から、す

ノプラチナの抗酸化能をアスコルビン酸換算量として算出した。

2.1.DPPHラ ジカル消去法

DPPHを (和光純薬製 :1,1-シ
゛
フェニルー2-ヒ・クllVヒ ドラシ

゛
ル)0.125nlllo1/2エタノール溶液に調製して三角

フラスコに入れる。まず、DPPHエ タノール溶液のピークを測定し、DPPH液 l rnLにサンプル液

を 3 mLを入れる。

サンプルに抗酸化性があれば、DPPHエ タノール溶液のラジカルが減少し、紫色から黄色に溶液

が変色する。その時のピークを DPPHエタノール溶液のピークからワ|いた値が、抗酸化力を示

す値となる。本評価試験で|ま、高濃度の白金ナノ粒子液にエタノールを力1え ると白濁し析出が

生じたため、純水で 1/200倍 まで希釈 したもめをサンプル液とし、析出の影鰺をできるだ

け受けないようにして測定を行つた。
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2.2.DPPH灘 定結果から換算したアスコルビン醸相当の抗議化成分藩出濃度
アスコルビン酸の3ppm、 2,pm、 lppmの各濃度による検量線をあらかじめ測定した。
DPPHの 主ピータ515nlD値について、DPPHラ ジカルをどの程度、消去できるかを吸光光
度の吸収指数から濃度をアスコルビンplH当に換算して求めた。

3.結  果
各サンプルとも5回測定を行い、最大値および最小値を除くoつの値の平均を各サンプルの測

定結果とした。各サンプルの機定結果は表-1の1通りとなつた。

現在使用してい.るナノプラチナコロイドの抗酸化力と比較した。
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義-1抗酸化籠灘定織果

豪環漱機算機:壽定檀X200で 1算出(1/200波

“

潤定のため)


